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未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

知
ら
れ
ざ
る
肥
後
の
絵
師

え

し

10／13 ㈫ 
11／ 29㈰

博
物
館「
企
画
展
示
」の
ご
案
内

肥後藩の御用絵師が描いた富士山

富士清見寺図

矢野雪叟筆（1714-1777） 安永 3年（1774）

ふ   じ せいけん じ

や  の せっそう

江戸時代の植物図鑑

草花果実図（部分） 江戸時代後期
そう か  か じつ

もと馬医が描いた仏画

円通大士（観音菩薩）像

福田太華筆（1796-1854）
江戸時代後期

えんつうだい し

ふく  だ たい か

球磨川流域の名勝

球峡図屏風

福島峯雲筆（1877-1948）
大正 7年 (1918)

きゅうきょうずびょうぶ

ふく しまほううん

「鳥居家資料
～芦北郡惣庄屋の家に伝来した資料～」

と り      い       け

そう  じょう  や

令和元年に当館に寄贈された鳥居家資料 332 件のう

ち、古文書や絵図など17点を特別公開します。鳥居家は、

芦北郡久木野手永（現在の水俣市東部）と湯浦手永（現

在の芦北町南部）の惣庄屋をつとめ、その仕事内容は、

年貢徴収、道・橋・用水などの普請・管理、山林・河川

の管理、窮民救済、災害復旧など多岐にわたりました。

会 期 10 月 20日㈫～ 11月 29日㈰
会 場 博物館 第二常設展示室
問合せ 博物館 ☎34-5555

こ もんじょ

く   ぎ   の   て  なが ゆのうら

ねん ぐ

きゅうみん

え   ず

今
回
は
、
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
普
段
公
開
す
る
機
会
の
少
な

い
熊
本
の
絵
師
た
ち
に
よ
る
絵
画
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。
雪
舟
を
範
と
し
た
矢
野
派
の
生
命
力
あ
ふ

れ
る
山
水
、
モ
ノ
の
質
感
や
動
き
な
ど
リ
ア
リ
ズ

ム
を
追
求
し
た
近
代
の
日
本
画
、
ま
た
球
磨
川
流

域
の
名
勝
を
描
い
た
「
球
峡
図
」
や
博
物
学
の
流

行
に
伴
っ
て
制
作
さ
れ
た
植
物
図
な
ど
、
知
ら
れ

ざ
る
肥
後
の
絵
師
た
ち
に
よ
る
魅
惑
の
作
品
が
並

び
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
自
粛
、
そ
し
て
災
害
復
興
に

向
け
市
民
一
丸
と
な
っ
て
努
力
を
重
ね
る
な
か
、

郷
土
を
愛
し
た
絵
師
た
ち
と
の
出
会
い
が
心
や
す

ら
ぐ
ひ
と
時
と
な
り
、
日
常
を
取
り
戻
す
き
っ
か

け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

や

の

は

き
ゅ
う
き
ょ
う
ず

会

場

博
物
館 

特
別
展
示
室

観
覧
料

一

般
3
1
0
円
（
2
4
0
円
）

高
大
生
2
0
0
円
（
1
6
0
円
）

中
学
生
以
下
は
無
料 

八
代
市
民
・
市
内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い

る
人
は
観
覧
無
料

※（

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

※
障
が
い
者
手
帳
を
提
示
す
る
人
は
無
料

※
11
月
3
日
㈷
は
無
料
公
開

休
館
日

毎
週
月
曜
日

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

同
時
開
催

※来館の際は、マスク着用、ヘルス
チェックシートへの記入など、新
型コロナウイルス感染症防止対策
に協力ください。

※入館人数が上限に達した場合、入
場を制限する場合があります。

八
代
市
民
観
覧
無
料

八代市内在住、市内へ
通勤・通学している人は
博物館の観覧が
無料になります！

10月13日㈫～11月29日㈰期 間


